
EPAプラスは寒冷海域に生息する魚
類を原料とした最高品質の濃縮魚油
に、天然の抗酸化物質であるd-アル
ファトコフェロール(ビタミンＥ) を
酸化防止剤として加え、天然の牛コ
ラーゲンのカプセルに内包したもの
です。

オメガ3系脂肪酸の重要性
EPAプラスは天然海産物由来の 
脂質を濃縮したもので、高い栄養効
果が期待できるオメガ3系脂肪酸、
エイコサペンタエン酸 (EPA)、ドコ
サヘキサエン酸 (DHA) を豊富に 
含有しています。海産物由来の 
脂質は、食事に取り入れると、コレ
ステロールなどの血液中に存在する
脂質の正常レベルを維持、調整し、 
ひいては全身の健康状態を総合的に
高める効果があることが栄養学的
研究によって裏付けられています。◊  
さらに血中の脂質を調整するこの働
きに伴って、内分泌系機能が強化さ
れ、様々な体内酵素の働きが高めら
れます。酵素は脳神経系の機能に深

く関与しています。エスキモーをは
じめ、魚類の摂取量が多い食習慣の
ある社会では、心 臓 病 や 循 環 器 系
疾患の罹患率が低い傾向にあり
ます。また、オメガ3系脂肪酸は、
細胞を包む細胞膜の維持にも欠か
せません。細胞膜は主に脂質で構
成されている薄い膜で、細胞を保護
する以外にも、栄養素などを細胞の
内外へ輸送したり、エネルギーを合
成したりと、様々な役割を担ってい
ます。オメガ3系脂肪酸は、心臓や循
環器系、脳や中枢神経系、目や視力、
関節などの働きを助けるばかりで
なく◊ 、情緒や精神状態の安定にも有
効です。すでに正常値にある血中コ
レステロール値を維持するうえでも 
役立ちます。◊ ナッツや種子類、全粒
穀物、牧草飼育の牛肉、ジビエ(狩
猟肉)、緑黄色の葉野菜などには、 
短鎖オメガ3系脂肪酸が含まれて
います。長鎖オメガ3系 脂 肪 酸 の
最 良 の供給源は、海老、サーモン、 
タラ、貝類、カニ、ヒラメ、カレイ、 
イワシ、オヒョウ、アンチョビなどの

魚介類です。しかし残念なことに、 
これらのオメガ3系脂肪酸を豊富に
含む食品を、日々の食事の中で十分
摂取できていない人が多いのが現状
です。EPAプラスは、私たちの体に
とって大変有用なこの栄養素を手軽
に食事に取り入れることができる、
便利なサプリメントです。

EPAとDHA	
エイコサペンタエン酸 (EPA) は炭
素数20の長鎖オメガ3系脂肪酸で
す。EPAは体内に存在する特異な物
質、プロスタグランジンの生成にな
くてはならないものです。EPAから
作られるプロスタグランジンE3は、 
全身の循環機能を促進し、全般的な
健康に寄与します。◊

E P A と 同 様 に 重 要 で あ り な が
ら、EPAほど知られていないのが、 
炭素数22のドコサヘキサエン酸
(DHA)です。DHAは人の脳組織 
や目の網膜の重要な構成成分で、 
健康な成人の脳には、なんと20ｇ
もの DHAが存在します。妊娠中、

EPAプラスの作用とは
EPAプラスは天然海産物由来の脂質を濃縮させたもので、健康効果の高いオメガ3系脂肪酸
を豊富に含有しています。オメガ3系脂肪酸は、心臓、循環器系、脳神経系、目、視覚、関節などの 
機能をサポートするとともに ◊、精神面でも前向きで安定した状態に導きます。加えてオメガ3 
系脂肪酸は、体内のコレステロール値の維持にも寄与します。◊ これだけ様々な効果が期待でき
る物質でありながら、現状ではオメガ3が豊富に含まれる食品を食事に十分取り入れていない人
が大勢います。EPAプラスは、この大切な栄養素を手軽にしっかりと補給することができるサプリ
メントです。

◊これらの記述内容についてはアメリカ合衆国FDA(食品および薬品管理局)の評価を受けておりません。本品はいかなる病気に対しても、その診断、治療、予防を目的としたものではありません。

EPAプラス 
心臓と循環器系の健康をサポート



授乳中の女性は、母体に蓄えられた
DHAを枯渇させることなく、胎児や
乳児の脳や目の成長に必要なDHA
を十分供給するために、１日350mg
以上のDHAが必要です。

健康な脳の働き
ハーバード大学医学部精神科学教
室の臨床研究では、大多数の人にお
いて、精神を安定させる上でEPA
とDHAが中心的な役割を果たすと 
報告しています。オメガ6系脂肪
酸とオメガ3系脂肪酸の摂取量の
比率人類初期の食生活を研究して
いる栄養人類学者によれば、当時
の食生活は、現代の西洋社会の食
生活に比べ、オメガ3の摂取量が非
常に多く、オメガ6の摂取量は今よ
りずっと少なかった、と結論付けて
います。彼らが行ったオメガ6とオ
メガ3の摂取量比の算出結果によれ

ば、狩猟採取社会においては、ほぼ 
1:1、最も差が大きい場合でも4:1と
いう割合でした。これに比べ、現代
社会の食事におけるオメガ6とオメ
ガ3の割合は、なんと50：1とも言
われています。オメガ6系の油脂類
は、コーン油や大豆油、ゴマ油など、
温暖な地域で栽培される植物由来の
ものがほとんどです。食事中のオメ
ガ3とオメガ6を理想的な比率に近づ
けるには、オメガ3の摂取量を増やす
だけでなく、オメガ6の摂取量を減ら
すことも必要です。

また、健康の維持のためには、フライ
ドポテトやポテトチップスのように、 
高温の植物油で調理された食品や、
部分水素化油脂を使用した食品を、
できるだけ避けるようにすることも
大切です。これらはいずれも、飽和
脂肪酸よりさらに有害であるとい

われる、トランス脂肪酸を多く含ん
でいるからです。また、近年魚介類
の水銀汚染が危惧されていますが、
最近報告された調査によると、魚介
類から魚油を精製した場合、水銀は
抽出物に混入しないことが報告され
ています。つまり、高品質の魚油は、
日常的に食卓で口にする魚に比べ、
水銀の含有量が極めて少ないと考え
ることができます。

心拍のリズムを整える
オメガ3系脂肪酸を豊富に含む寒
冷海域の魚類の摂取頻度と心拍の安
定とを関連づける研究が近年盛んに
行われています。最近の報告では、
魚類や魚油から期待できる様々な心
臓の健康増進効果の中でも、この心
拍を安定させるという効果が最も有
力であると示唆されています。◊ 

オ メ ガ 3 系 脂 肪 酸 に は 発 育 上 望 ま し い 利 点 が 多 数 あ り ま す が ◊、妊 娠 中 期 に 入 る ま で は 本 品 の 使 用 は お 避 け く だ さ い 。 
妊 娠 中 も し く は 妊 娠 を 希 望 し て い る 方 、授 乳 中 の 方 、医 者 に よ る 治 療 を 受 け て い る 方 、処 方 箋 を 服 用 さ れ て い る 方 は 、 
本品をご利用になる前に必ず担当医にご相談ください。お子様の手の届かないところに保管してください。
アレルギー関連情報：本品は魚油及び大豆由来のビタミンEを含有しています。また、本品の取り扱い施設では、魚/甲殻類、 
大豆、乳製品を含む製品も製造されています。

本品による動物実験は行っておりません。

湿度の低い場所で常温で保管してください。

ご使用方法：カプセル1個を1日に3回、お食事と一緒に。

Lifeplus International  •  P.O. Box 3749, Batesville, Arkansas 72503  •  800-572-8446  •  www.lifeplus.com
この文書はアメリカ合衆国内で使用・配布することを前提として作成されています。

© 2021 Lifeplus International.  All rights reserved.	 4033 — JA-0521
	 US.SF2.MOD 3G

◊これらの記述内容についてはアメリカ合衆国FDA(食品および薬品管理局)の評価を受けておりません。本品はいかなる病気に対しても、その診断、治療、予防を目的としたものではありません。

Supplement Facts
Serving Size 1 Capsule
Servings Per Container 90

  *Percent Daily Values are based on a 2,000 calorie diet.
**Daily Value not established.

   

Amount Per Serving	 % Daily Value
Calories	 10	
Total Fat	 1	g	 2%*
   Saturated Fat	 1	g	 2%*
   Trans Fat	 0	g

	Amount Per Serving	 % Daily Value
Cholesterol	 7	mg	 2%*
Vitamin E	 1.34	mg α-TE	 9%*

EPA (Eicosapentaenoic Acid)	 140	mg	 **
DHA (Docosahexaenoic Acid)	 100	mg	 **
   

INGREDIENTS: Marine Lipid Concentrate, Capsule 
Shell (Gelatin (Swai, Tilapia), Fish Oil (Anchovy, 
Sardine), Glycerin (Vegetable), Water), Vitamin E 
(D-Alpha Tocopherol; from Soy).

Contains Omega-3 Fish Oil Concentrate providing a   
high quality source of the Omega-3 Polyunsaturates EPA 

(Eicosapentaenoic Acid, 140 mg per capsule) and DHA 
(Docosahexaenoic Acid, 100 mg per capsule). 
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